
2019
年
Ｗ
杯
を
聖
地
花
園
で

⑴
寝
屋
川
流
域
の
概
要

　

大
阪
府
東
部
に
位
置
す
る

寝
屋
川
流
域
（
面
積
２
６
７

㎢
）
は
12
の
市
域
に
ま
た
が

っ
て
お
り
、
東
西
は
生
駒
山

地
と
上
町
台
地
、
南
北
を
大

和
川
と
淀
川
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
流
域
は
、
約
７
０
０

０
〜
６
０
０
０
年
前
に
は
生

駒
山
を
除
い
て
海
底
に
あ
り
、

そ
の
後
、
土
砂
の
堆
積
に
よ

り
河
内
平
野
が
形
成
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸

時
代
の
大
和
川
の
付
け
替
え

に
よ
り
、
ほ
ぼ
現
在
の
寝
屋

川
流
域
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
成
り
立
ち
か
ら
、

流
域
面
積
の
約
４
分
の
３
に

あ
た
る
地
域
の
雨
は
、
下
水

道
を
経
由
し
て
ポ
ン
プ
で
河

川
に
排
水
さ
れ
て
い
る
状
況

で
す
。

⑵
総
合
治
水
対
策

　

高
度
経
済
成
長
以
降
、
寝

屋
川
流
域
で
は
、
田
畑
の
宅

地
化
等
都
市
化
の
進
展
に
よ

る
雨
水
流
出
の
増
大
等
に
よ

り
、
河
川
や
下
水
道
の
整
備

に
も
関
わ
ら
ず
浸
水
被
害
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
寝
屋
川
流
域
の
治

水
安
全
度
を
向
上
さ
せ
る
た

め
「
寝
屋
川
流
域
都
市
水
防

災
協
議
会
（
現
寝
屋
川
流
域

協
議
会
）」
を
設
立
し
、
河

川
や
下
水
道
の
整
備
と
と
も

に
、
流
域
対
策
と
し
て
保
水
、

は
、
河
川
、
下
水
、
流
域
（
住

民
）
の
三
者
の
協
力
に
よ
る

総
合
治
水
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
想
定
を
超
え
る
豪
雨
へ

の
対
策
と
し
て
、
防
災
情
報

の
提
供
や
防
災
教
育
等
に
よ

り
地
域
住
民
と
と
も
に
浸
水

被
害
の
軽
減
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

寝
屋
川
流
域

総
合
治
水
対
策
に
つ
い
て

遊
水
機
能
の
確
保
、
向
上
等
、

総
合
的
な
治
水
対
策
（
＝
総

合
治
水
）
を
進
め
る
「
寝
屋

川
流
域
都
市
水
防
災
総
合
計

画
（
後
に
寝
屋
川
流
域
整
備

計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
16
年
５
月

に
は
特
定
都
市
河
川
浸
水
被

害
対
策
法
が
施
行
さ
れ
、
18

年
１
月
に
は
寝
屋
川
流
域
内

の
30
の
河
川
と
流
域
が
特
定

都
市
河
川
及
び
流
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
東
大
阪
市
域
に
お
け
る
総

合
治
水
の
最
新
事
情

　

大
阪
府
は
、
今
年
６
月
に

寝
屋
川
南
部
地
下
河
川
を
東

大
阪
市
若
江
西
新
町
ま
で
延

伸
さ
せ
、
寝
屋
川
南
部
流
域

下
水
道
増
補
幹
線
の
６
つ
の

路
線（
合
計
延
長
24
㎞
）の
供

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

恩
智
川
治
水
緑
地
が
工
事
中
、

雨
水
貯
留
施
設
と
し
て
は
平

成
22
年
度
に
朋
来
調
節
池
が

完
成
し
て
い
ま
す
。

　

市
も
大
蓮
地
区
に
お
け
る

雨
水
増
補
管
工
事（
写
真
）を

は
じ
め
、
市
立
学
校
の
校
庭

に
お
い
て
雨
水
を
貯
留
浸
透

さ
せ
る
施
設
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
開
発
行
為
等

の
規
模
に
応
じ
て
雨
水
貯
留

浸
透
施
設
の
設
置
の
指
導
や

義
務
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑷
さ
ら
な
る
取
り
組
み

　

寝
屋
川
流
域
整
備
計
画
で

投
票
で
き
る
方

　

平
成
３
年
11
月
28
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、

平
成
23
年
８
月
９
日
ま
で
に

東
大
阪
市
内
に
住
所
が
あ
り

（
住
民
届
を
し
て
い
る
こ
と
）、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
。

市
内
で
転
居
し
た
方

　

市
内
で
住
所
を
変
え
た
方

の
う
ち
、
10
月
28
日
ま
で
に

転
居
届
を
出
し
た
方
は
、
新

住
所
地
で
、
10
月
31
日
以
後

に
出
し
た
方
は
前
の
住
所
地

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
し
た
方

　

東
大
阪
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

平
成
23
年
８
月
10
日
以
後
に

東
大
阪
市
か
ら
大
阪
府
内
の

市
町
村
に
住
所
異
動
（
市
町

村
間
で
１
回
に
限
る
）
さ
れ

た
方
は
、
前
住
所
（
東
大
阪

市
）で
投
票
で
き
ま
す
。（
こ

の
場
合
、
最
寄
の
市
区
町
村

ま
た
は
、
東
大
阪
市
が
発
行

す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内

に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
）

投
票
所
入
場
整
理
券

　

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記

入
し
て
い
る
投
票
所
を
よ
く

確
か
め
、
間
違
っ
た
場
所
に

行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
整
理

券
は
、
郵
便
で
各
家
庭
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
が
、
届
か

な
い
場
合
や
、
紛
失
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
お
り
か
つ
、
本
人

と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
の
で
、投
票
所
で
住
所
、

氏
名
な
ど
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

投
票
所
入
場
整
理
券
を

持
っ
て
こ
ら
れ
て
も
、
選
挙

人
名
簿
と
の
対
照
に
間
違
い

が
生
じ
な
い
よ
う
名
前
な
ど

を
確
認
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

投
票
に
つ
い
て
の
注
意

◆
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午

前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

で
す
。

◆
投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の

氏
名
を
は
っ
き
り
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
に
記

号
や
雑
事
を
記
入
す
る
と
、

無
効
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◆
様
々
な
事
情
に
よ
り
、
自

分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
「
代
理
投
票
」
が

で
き
ま
す
の
で
受
付
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合

で
も
投
票
の
秘
密
は
必
ず
守

ら
れ
ま
す
。

◆
目
の
不
自
由
の
方
は
「
点

字
投
票
」が
で
き
ま
す
の
で
、

受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、投
票
所
に
は「
点

字
に
よ
る
候
補
者
名
簿
」
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介

　

各
投
票
所
の
案
内
地
図
な

ど
選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ

や
投
・
開
票
速
報
は
、
東
大

阪
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

選
挙
に
関
す
る
問
合
せ
先

東
大
阪
市
選
挙
管
理
委
員
会

〒
577
︱
8521 

東
大
阪
市
荒
本
北

１
丁
目
１
番
１
号

電
話
▽（
06
）４
３
０
９
︱
３

２
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
▽（
06
））４
３
０
９
︱

３
８
４
９

大
阪
府
知
事 

選
挙

投
票
日
は
11
月
27
日
㈰
で
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

11
月
27
日
㈰
は
、
大
阪
府
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な

一
票
を
い
か
す
た
め
に
も
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

東大阪市

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン

（
写
真
は
新
寿
幹
線
築
造
時
の
も
の
）

東
大
阪
市
議
会
公
明
党
議
員

団（
12
名
）▽
幹
事
長
＝
平
田

正
造
、
▽
副
幹
事
長
＝
西
田

和
彦
、
山
﨑
毅
海
▽
幹
事
＝

広
岡
賀
代
子
▽
政
調
会
長
＝

菱
田
英
継
▽
会
計
幹
事
＝
川

光
英
士
▽
所
属
議
員
＝
江
越

正
一
、
江
田
輝
樹
、
松
尾
武
、

松
川
啓
子
、
安
田
秀
夫
、
吉

田
聖
子

日
本
共
産
党
東
大
阪
市
議
会

議
員
団（
９
名
）▽
団
長
＝
内

海
公
仁
▽
副
団
長
＝
長
岡
嘉

一
▽
幹
事
長
＝
塩
田
清
人
▽

副
幹
事
長
＝
浜
正
幸
▽
所
属

議
員
＝
秋
月
秀
夫
、
浅
野
耕

世
、
上
原
賢
作
、
嶋
倉
久
美

子
、
三
輪
秀
一

自
由
民
主
党
東
大
阪
市
議
会

議
員
団（
６
名
）▽
幹
事
長
＝

藤
本
卓
司
▽
副
幹
事
長
＝
岡

修
一
郎
▽
会
計
幹
事
＝
樽
本

丞
史
▽
所
属
議
員
＝
大
野
一

博
、
田
口
義
明
、
藤
木
光
裕

自
民
党
ク
ラ
ブ（
３
名
）▽
団

長
＝
上
野
欽
示
▽
幹
事
長
＝

鳥
居
善
太
郎
▽
所
属
議
員
＝

浅
川
建
造

民
主
東
大
阪
議
員
団（
２
名
）

▽
幹
事
長
＝
寺
田
広
昭
▽
所

属
議
員
＝
鳴
戸
鉄
哉

自
民
党
清
新
会（
２
名
）▽
幹

事
長
＝
木
村
芳
浩
▽
幹
事
＝

右
近
徳
博

東
大
阪
市
議
会
さ
わ
や
か
な

風（
１
名
）▽
所
属
議
員
＝
飯

田
芳
春

緑
風
会（
１
名
）▽
所
属
議
員

＝
横
山
純
児

東
大
阪
発
祥
の
会（
１
名
）▽

所
属
議
員
＝
冨
山
勝
成

自
由
民
主
党
正
清
の
会（
１

名
）▽
所
属
議
員
＝
天
野
高

夫東
大
阪
市
議
会
真
正
議
員
団

（
１
名
）▽
所
属
議
員
＝
河
野

啓
一

東
大
阪
市
議
会
桔
梗
の
会

（
１
名
）▽
所
属
議
員
＝
野
田

彰
子

維
新
の
会
東
大
阪（
１
名
）▽

所
属
議
員
＝
米
田
英
教

東
大
阪
み
ら
い
の
会（
１
名
）

▽
所
属
議
員
＝
西
村
潤
也

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大
阪
の
夕
べ

　

２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
が

近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開

催
で
き
る
よ
う
誘
致
活
動
を

進
め
て
い
る
東
大
阪
市
は
５

日
「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大

阪
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ラ
グ
ビ
ー

の
楽
し
さ
を
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
誘

致
活
動
の
促
進
を
目
的
に

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
東
大
阪

の
夕
べ
」
を
花
園
中
央
公
園

で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
近
鉄
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
で
行
わ
れ
る
ジ
ャ

パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
の
試
合
の
み
ど
こ
ろ
を

解
説
す
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
関
西
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
・
Ｆ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
＆
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｏ
の
ラ
イ
ブ
、
高
校
ラ

グ
ビ
ー
を
題
材
に
し
た
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
『
ス
ク
ー
ル
☆

ウ
ォ
ー
ズ
』
の
主
題
歌
『
ヒ

ー
ロ
ー
』
を
歌
っ
た
歌
手
・

麻
倉
未
稀
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
グ
ル
メ
ブ
ー
ス
で
は

ラ
グ
ビ
ー
強
豪
国
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
料
理
屋
台
を
は

じ
め
、
東
大
阪
市
の
食
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
全
国
に
ア
ピ
ー

の
選
出
で
、
大
阪
府
チ
ー
ム

は
予
選
敗
退
の
チ
ー
ム
か
ら

選
出
さ
れ
、
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
た
。
高
校
生
た
ち
の

試
合
の
後
に
は
、
ジ
ャ
パ
ン

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
２

０
１
１

−

２
０
１
２
の「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
レ
ッ
ド
ハ
リ
ケ

ー
ン
ズ
」対「
サ
ン
ト
リ
ー
サ

ン
ゴ
リ
ア
ス
」と「
近
鉄
ラ
イ

ナ
ー
ズ
」
対「
神
戸
製
鋼
コ

ベ
ル
コ
ス
テ
ィ
ー
ラ
ー
ズ
」の

２
試
合
が
行
わ
れ
た
。

　
「
東
大
阪
カ
レ
ー
パ
ン
会
」

が
マ
ッ
プ
を
新
し
く
作
り
直

し
た
。
当
初
17
事
業
者
の
加

盟
で
始
ま
っ
た
カ
レ
ー
パ
ン

会
に
、
１
事
業
者
が
新
た
に

加
盟
し
た
た
め
、
こ
の
ほ
ど

新
し
く
し
た
。

《
マ
ッ
プ
の
概
要
》

　

カ
レ
ー
パ
ン
を
通
じ
た
ま

ち
お
こ
し
と
カ
レ
ー
パ
ン
の

普
及
振
興
を
め
ざ
し
た
「
東

大
阪
カ
レ
ー
パ
ン
会
」
が
平

成
23
年
１
月
に
発
足
し
、
４

月
時
点
で
17
の
事
業
者
が
加

盟
し
て
い
た
。
５
月
に
「
東

大
阪
カ
レ
ー
パ
ン
マ
ッ
プ
」

を
作
製
し
、
５
月
８
日
に
開

催
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い
祭
り
で

配
布
し
た
。

　

マ
ッ
プ
に
は
事
業
者
の
紹

介
と
と
も
に
、
認
証
要
件
を

ク
リ
ア
し
た
カ
レ
ー
パ
ン
を

掲
載
。
会
員
（
東
大
阪
市
内

で
カ
レ
ー
パ
ン
を
製
造
・
販

売
し
て
い
る
方
）
も
募
集
し

て
い
る
。

　

マ
ッ
プ
は
、
市
役
所
本
庁

舎
１
階
の
市
政
情
報
相
談
課

や
市
内
７
か
所
の
リ
ー
ジ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し

て
い
る
。
今
回
５
０
０
０
部

発
行
し
、
加
盟
し
て
い
る
店

東
大
阪
カ
レ
ー
パ
ン
マ
ッ
プ
を
更
新

舗
の
店
頭
に
も
配
置
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
、
カ
レ
ー
パ
ン
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
新
た

な
加
盟
事
業
者
を
募
集
し
て

い
る
。

東
大
阪
市
議
会
の
新
会
派
決
ま
る

　

毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
を「
人
権
週
間
」と
し
て
、

全
国
で
人
権
尊
重
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
東
大
阪
市

で
は
12
月
２
日
㈮
に
市
立
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
同

市
岩
田
町
）
イ
コ
ー
ラ
ム
ホ

ー
ル
で「
人
権
週
間  

平
和
と

人
権
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。

　

今
年
の
つ
ど
い
で
は
、
気

象
予
報
士
・
防
災
士
で
お
天

気
キ
ャ
ス
タ
ー
の
正ま

さ

木き

明あ
き
らさ

ん
が
「
子
育
て
、家
事
、互
い

を
尊
重
し
合
い
、
支
え
あ
う

〝
正
木
家
の
ル
ー
ル
〟」
と
題 東大阪市

人
権
週
間

平
和
と
人
権
の
つ
ど
い

　

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪
本
店

の
ア
グ
リ
ゾ
ー
ン
で
、
地
元

の
小
学
生
が
稲
刈
り
を
体
験
。

た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂
を
う

れ
し
そ
う
に
刈
り
取
っ
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
農
業
体
験

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
食

と
農
の
大
切
さ
と
収
穫
の
喜

び
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
同
市

立
楠
根
東
小
学
校
（
七
軒
家

17
）
の
５
年
生
約
１
２
０
人

が
田
ん
ぼ
を
訪
れ
た
。
同
校

の
児
童
は
６
月
に
古
代
米
の

赤
米
と
も
ち
米
の
田
植
え
を

体
験
。
ま
た
９
月
に
は
自
分

た
ち
で
作
っ
た
か
か
し
２
体

を
立
て
る
な
ど
し
て
、
成
長

過
程
を
観
察
し
て
き
た
。
は

じ
め
に
営
農
指
導
員
が
鎌
の

使
い
方
に
つ
い
て
注
意
点
を

説
明
。
そ
の
後
児
童
ら
が
田

ん
ぼ
に
入
り
、
稲
の
株
の
根

元
を
持
っ
て
２
人
１
組
で
刈

り
取
っ
て
い
た
。
最
初
は
ぎ

こ
ち
な
い
手
つ
き
の
子
ど
も

た
ち
も
、
慣
れ
て
く
る
と
次

々
と
手
早
く
刈
り
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。（
写
真
）

　

収
穫
さ
れ
た
米
は
精
米
さ

れ
た
後
、
同
施
設
で
行
わ
れ

た
収
穫
祭
で
お
に
ぎ
り
や
餅

に
し
て
、
同
校
児
童
に
振
舞

わ
れ
た
。

地
元
の
小
学
生
が
稲
刈
り
を
初
体
験

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
阪

介護予防のための
基本チェックリストを

配布します
東大阪市

　

東
大
阪
市
で
は
、
65
歳
以

上
で
介
護
保
険
の
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
を
対
象
に
、
介
護
予
防

の
た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
は
、
25
項
目
の
質
問
か
ら

日
常
生
活
に
お
け
る
活
動
性

（
生
活
機
能
）
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
、
質
問
に
答

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
自

身
の
状
態
や
生
活
を
振
り
返

る
よ
い
機
会
と
な
り
、
介
護

予
防
の
取
り
組
み
を
す
す
め

る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
年
10
月
よ
り
、
３

年
間
に
わ
け
て
毎
月
お
よ
そ

４
０
０
０
人
の
方
々
に
順
次

お
送
り
し
て
い
ま
す
。
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
届
き
ま

し
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◯基本チェックリストに
　　回答していただいてからの流れ

詳しくは、下記までお問い合わせください。
東大阪市高齢介護室高齢介護課
TEL.06-4309-3185　FAX.06-4309-3848

基本チェックリストに記入

市へ返送

市で生活機能低下の有無を確認

基本チェックリストの結果を通知

生活機能の低下がみられる方には
効果的な介護予防プログラムをご案内

ル
し
て
い
る
東
大
阪
カ
レ
ー

パ
ン
会
の
カ
レ
ー
パ
ン
の
販

売
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
で
行
わ
れ
た
ト
ッ
プ
リ

ー
グ
の
試
合
の
前
に
は
、
関

西
福
島
県
人
会（
写
真
）主
催

で
福
島
県
震
災
復
興
支
援
試

合
と
し
て
福
島
県
と
大
阪
府

の
高
校
生
ラ
ガ
ー
に
よ
る
試

合
が
行
わ
れ
た
。
福
島
県
チ

ー
ム
は
予
選
の
準
々
決
勝
ま

で
に
敗
退
し
た
チ
ー
ム
か
ら

し
講
演
す
る
。
早
朝
の
生
番

組
に
出
演
す
る
毎
日
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
た
め
、
負
担

を
か
け
す
ぎ
ず
、
お
互
い
を

思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
や

子
育
て
に
つ
い
て
の
お
話
を

す
る
。
ま
た
、
様
々
な
世
界

の
笛
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に

よ
る
名
曲
演
奏
も
あ
る
。

　

つ
ど
い
は
午
後
１
時
か
ら

３
時
半
ま
で
。
入
場
無
料
で
、

定
員
は
２
４
４
人
（
申
込
先

着
順
）。１
歳
半
か
ら
未
就
学

児
に
対
す
る
一
時
保
育（
要

予
約
）あ
り
。
申
込
・
問
い
合

わ
せ
は
東
大
阪
市
人
権
啓
発

課
（
☎
０
６
・
４
３
０
９
・
３

１
５
６
）



　

環
境
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
八

尾
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
環

境
に
対
す
る
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
多
く
の
人
に
環

境
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お

う
と
、今
年
も「
い
き
い
き
八

尾
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
美
馬
徹
実
行
委
員
長
）が
10

月
23
日
に
大
阪
経
済
法
科
大

学
で
開
催
さ
れ
た
。

　

和
太
鼓
演
奏
の
後
、
開
会

宣
言
。
そ
の
後
、
い
き
い
き

音
楽
会
、
環
境
配
慮
の
取
り

組
み
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
金

賞
は
安
中
幼
稚
園
、
美
園
小

学
校
、
亀
井
中
学
校
。
銀
賞

本
久
教
授（
69
）は
「
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
環
境
配
慮

の
取
り
組
み
が
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
た
。

　

和
太
鼓
「
鼓
宮
舞
」（
外
山

智
亮
代
表
）
の
10
周
年
記
念

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
10
月
23
日
に
柏
原
市
文

化
会
館
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル

の
大
ホ
ー
ル
（
柏
原
市
安
堂

町
１

−

60
）で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
１
９
９

８
年
に
結
成
さ
れ
、
柏
原
市

を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
地
域
社
会
と
の
ふ
れ
あ

い
を
モ
ッ
ト
ー
に
各
地
で
演

奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
設

立
当
初
よ
り
社
会
に
貢
献
で

き
る
活
動
を
し
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
、
大
阪
ユ
ニ
セ

フ
協
会
と
の
コ
ラ
ボ
で
世
界

の
子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
、

人
権
を
守
る
た
め
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い

て
き
た
。
10
回
目
に
な
る
今

回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
で
は
、
阿あ

呍う
ん

、
五ご

光こ
う

雷ら
い

は
じ
め
11
曲
を
披
露
。
迫
力

あ
る
演
奏
に
観
客
は
聞
き
入

っ
て
い
た
。

河内音頭のリズムに合わせタバコぽい捨て禁止踊りを踊る子どもたち

老
弁
護
士
の
散

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【　

】
９

今
東
光

今
東
光

　

早
朝
か
ら
近
鉄
河
内
山
本
駅
の
近
く
で
会
合
が
あ
っ
た
。

前
に
原
稿
作
成
の
取
材
に
行
き
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
。

　

河
内
山
本
駅
近
く
の
天
台
院
と
い
う
お
寺
を
訪
問
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
帰
り
に
寄
る
こ
と
に
し
た
。

　

お
寺
は
狭
い
道
を
行
く
と
八
坂
神
社
の
先
に
あ
っ
た
。
本

堂
は
閉
ま
っ
て
い
た
の
で
、
裏
手
の
住
ま
い
の
方
に
廻
り
、

出
て
き
た
老
婆
に
来
意
を
告
げ
る
。

　

住
職
の
星
野
融
泰
さ
ん
が
出
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
寺
は
作

家
で
あ
り
国
会
議
員
の
今
東
光
が
住
職
を
務
め
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
現
住
職
は
今
東
光
住
職
の
書
生
を
し
て
い
て
、

没
後
に
比
叡
山
で
修
行
し
て
僧
籍
に
入
ら
れ
、
以
来
四
十
余

年
住
職
を
務
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
故
人
に

つ
い
て
尋
ね
る
と
「
豪
放
闊
達
な
人
で
あ
っ
た
」
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
一
言
で
故
人
の
全
部
が
分
か
っ
た
。
仏
前
に

礼
拝
し
て
辞
し
た
。

　

近
く
の
山
本
図
書
館
に
寄
り
故
人
の
資
料
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、
八
尾
市
役
所
前
の
八
尾
図
書
館
の
方
が
纏
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
ち
ら
に
行
っ
た
。
目
当
て
の
資
料

は
３
階
の
事
務
室
の
横
の
書
架
に
あ
っ
た
。
表
紙
が
焼
け
た

小
説
『
お
吟
さ
ま
』、
人
生
相
談
書
『
東
光
辻
説
法
』
な
ど

百
六
十
冊
余
り
も
揃
っ
て
い
た
が
、
最
近
に
貸
し
出
さ
れ
た

様
子
は
な
か
っ
た
。

　

昭
和
は
遠
く
な
っ
て
い
た
。
あ
の
こ
ろ
日
本
は
成
長
期
で

あ
っ
た
と
懐
か
し
ん
だ
。

は
北
山
本
幼
稚
園
、
曙
川
東

小
学
校
、
南
高
安
中
学
校
。

銅
賞
は
永
畑
幼
稚
園
、
北
高

安
小
学
校
、
桂
中
学
。

　

大
阪
経
済
法
科
大
学
の
橋

　

鼓
宮
舞
は
東
日
本
大
震
災

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
４

月
に
は
、
東
日
本
大
震
災
支

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
で

開
い
た
。
７
月
に
は
岩
手
県

大
槌
町
へ
行
き
、
慰
問
ラ
イ

ブ
を
開
き
被
災
者
を
大
い
に

励
ま
し
た
。

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

な
ど
を
紹
介
し
、
多
く
の
人

に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
10

月
29
日
、
総
合
体
育
館
２
階

会
議
室
で
「
地
域
の
未
来
を

考
え
る
集
い
」
が
開
催
さ
れ

た
。
八
尾
市
主
催
。
こ
の
集

い
は「
地こ

域こ

で
育
み 

未
来
に

つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
子

ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
地

域
の
つ
な
が
り
を
活
か
す
ま

ち
づ
く
り
を
住
民
と
一
緒
に

考
え
て
い
こ
う
と
開
か
れ
た

も
の
。
当
日
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
を
持
つ
市
民
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
「
お
も
し
ろ
地
域
事
例
紹

介
」で
は
、南な

ん

高た
か

ひ
ろ
ば
実
行

委
員
会
委
員
長
の
森も

り

実ざ
ね

勝か
つ

年と
し

さ
ん
が「
南
高
ひ
ろ
ば
」を
紹

介
。
同
ひ
ろ
ば
は
、
南
高
安

地
区
で
同
委
員
会
が
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
や
ク
ラ
フ
ト
教
室
、

大
な
わ
と
び
な
ど
を
企
画
し
、

毎
回
子
ど
も
た
ち
が
１
０
０

人
以
上
参
加
す
る
人
気
の
催

し
。
子
ど
も
が
集
ま
る
こ
と

で
大
人
も
集
ま
り
、
老
若
男

女
が
交
流
を
深
め
る
良
い
機

会
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

次
に
、
刑
部
地
区
青
少
年

指
導
員
の
山
下
和
美
さ
ん
が

「
見
回
り
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

紹
介
。
子
ど
も
た
ち
の
保
護

者
や
福
祉
委
員
、
自
治
振
興

委
員
な
ど
２
～
10
人
が
グ
ル

ー
プ
と
な
り
、
朝
・
昼
・
晩

１
日
３
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
。
参
加
者
の
意
見
が
出

や
す
い
環
境
作
り
や
、
要
望

を
取
り
入
れ
る
機
会
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
地
域
の
特
色
を

発
表
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
竜

り
ゅ
う

亀か
め

地
区
青
少
年

育
成
連
絡
協
議
会
会
長
の
田

島
英
次
さ
ん
や
、
長
池
地
区

育
成
協
議
会
相
談
役
の
水
谷

民
子
さ
ん
、
地
域
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
市
職
員
ら
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

　

議
題
の
一
つ
に
上
が
っ
た

「
各
地
区
で
活
動
し
て
き
た

こ
と
を
次
に
活
か
す
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
」
の
投
げ

掛
け
に
、田
島
会
長
は「
地
域

で
作
っ
た
防
災
マ
ッ
プ
は
た

だ
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

今
後
は
そ
の
地
図
を
活
用
し

て
自
主
防
災
訓
練
な
ど
に
役

立
て
る
な
ど
、
活
動
と
活
動

を
つ
な
げ
、
地
域
で
ま
と
ま

る
こ
と
が
大
切
」。
水
谷
相

談
役
は
「
目
指
す
と
こ
ろ
は

『
地
域
に
お
っ
た
ら
お
も
ろ

い
』。
そ
の
た
め
の
最
初
の

取
り
組
み
は
あ
い
さ
つ
。
今

後
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大

人
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
で
目
標
に
近
づ
け
ら

れ
る
の
で
は
と
思
う
」。
市

民
ふ
れ
あ
い
課
の
広
瀬
課
長

補
佐
は
「
工
夫
と
い
う
エ
ッ

セ
ン
ス
を
加
え
て
地
道
に
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
そ
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
を

も
っ
と
利
用
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
、熱
心
で
多
角
的
な

意
見
の
交
換
を
行
っ
て
い
た
。

　

来
場
者
の
一
人
は
「
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
な
ど
、

地
域
と
の
関
わ
り
方
の
原
点

に
戻
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

「
い
き
い
き
八
尾

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

11/15 ㈫ 10:30

11/21 ㈪ 10:30

11/30 ㈬ 10:00

12/ 1 ㈭ 10:00

12/ 8 ㈭ 10:00

12/ 9 ㈮ 10:00

12/12 ㈪ 10:00

12/13 ㈫ 10:00

12/20 ㈫ 10:30

12/21 ㈬ 10:00

日　時 名　称

八尾市議会12月定例会の日程
内　容

議会運営委員会

議会運営委員会

本議会（第１日）

本議会（予備日）

文教常任委員会

保健福祉常任委員会

建設産業常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会

本議会（第２日）

議案説明・個人質問

議案採決など

（
予
定
）

今年も

八尾市立歴史民俗資料館館長を
兼任する橋本久教授も参加

迫力ある演奏

和太鼓「鼓宮舞」
10周年記念チャリティーコンサート開催

自
分
た
ち
の
地
域
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

「
地
域
の
未
来
を
考
え
る
集
い
」が
開
催

「地域の未来を考える集い」の様子

　

八
尾
市
内
東
部
に
位
置
す

る
高
安
山
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
11
月
１
日
㈫

～
来
年
１
月
14
日
㈯
の
期
間
、

ア
リ
オ
八
尾
２
階（
光
町
２
）

の
「
八
尾
市
情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
」で
、
企
画
展「
高
安
山

の
魅
力 

秋
・
冬
」が
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

同
コ
ー
ナ
ー
は
、
本
市
の

市
政
情
報
や
魅
力
情
報
を
市

内
外
へ
広
く
発
信
し
て
い
く

た
め
、
９
月
17
日
㈯
に
オ
ー

プ
ン
。
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

や
Ｐ
Ｒ
映
像
の
放
映
、
各
種

刊
行
物
の
配
架
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
常
設
展
で
は
市

の
今
昔
写
真
展
示
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
回
の
企
画
展
は
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
高

安
山
の
写
真
を
撮
り
続
け
て

い
る
牧
江
良
祐
さ
ん
の
協
力

が
あ
り
実
現
。
写
真
は
四
季

折
々
の
山
の
風
景
や
、
山
か

ら
み
た
市
街
風
景
や
夕
焼
け
、

ア
オ
サ
ギ
や
カ
ワ
セ
ミ
な
ど

の
美
し
い
鳥
た
ち
の
姿
な
ど
、

約
70
枚
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

写
真
１
枚
１
枚
に
風
景
の
簡

単
な
説
明
文
や
、
鳥
や
花
の

気
持
ち
を
想
像
し
た
せ
り
ふ

な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、
来

企画展の写真を楽しむ来訪者

訪
者
た
ち
に
高
安
山
の
魅
力

を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
Ｐ

Ｒ
映
像
で
も
色
鮮
や
か
な
山

や
里
、
し
お
ん
じ
や
ま
古
墳

な
ど
の
景
色
が
画
面
い
っ
ぱ

い
に
広
が
り
、
来
訪
者
た
ち

を
惹
き
付
け
て
い
る
。

　

来
訪
者
の
一
人
は
「
高
安

山
に
こ
ん
な
に
も
多
く
の
鳥

の
種
類
が
い
る
な
ん
て
知
ら

な
か
っ
た
。
身
近
に
あ
っ
た

山
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
て

嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

開
設
時
間
は
午
前
10
時
～

午
後
８
時
。
入
場
は
無
料
。

申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

高安山の魅力を発信・発見！
企画展「高安山の魅力 秋・冬」が開催


